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日本経済を活性化する施策、IT（情報技術）、ナノテク

ノロジー、バイオテクノロジー、環境・エネルギーの4本柱

が動き出し3年になろうとしている。先行して始まってい

たITブームは、最近は話題にならなくなってしまった。と

ころが、バイオテクノロジーやナノテクノロジーについて

はメディアその他で大きく取り上げられている。多くの国

がナノテクノロジーを奨励し、大学や国の研究機関にナ

ノテク研究所を新設し、ナノテク学会、ワークショップ、フ

ォーラム、そしてフェアーは世界中至る所で開催され、イ

ンターネットにはナノテク情報が氾濫している。ナノテク

ノロジーに大きな期待が寄せられていることは明らかだ。

まさにナノテク・ブームである。ファッションのブームには

必ず仕掛け人がいて、一般人を巧みに誘導し、流行が形

成されると聞いている。

さて、私はナノテク・ブームの仕掛け人の一人ではな

いかと思われているふしがある。その理由は、何々大学

ナノテクノロジー研究センター、何々産業技術協会主催ナ

ノテクノロジーシンポジウム、何々学会誌、何々雑誌等へ

の解説、などなど、多方面の関係者から誘いが急増して

いる、ことである。本誌に執筆を依頼されたのもこれに関

係しているはずである。私の研究成果を紹介する機会を

与えられることは、一人の研究者として大いに感謝しな

ければならない。この分野の研究が注目されることで研

究費獲得にも追い風になっているかもしれない。ところ

が、最近、架空の仕掛け人が、私の手の届かないところを

どんどん一人歩きを始めている、と思えてならない。仕掛

け人云々はともかく、この分野の研究者の一人として、こ

のブームはバブルに終わるのかと、少々心配になってき

た。ここは現実を冷静に観察する必要がある。

ナノテクに関する私の懸念は、私が1991年に発見した

カーボンナノチューブ周辺に起こっている動きである。発

見からしばらくの間は静かであったが、6－7年目当たり

から、世界中の多くの研究者がこの新炭素物質に興味を

示し始めた。一般に、物質がナノメートルサイズの大きさ

になると、通常の物質とは違ったユニークな物理現象が

観測され、これを量子サイズ効果と呼んでいる。これに関

わる研究がナノサイエンスであり、その典型物質がカー

ボンナノチューブであったというわけである。一方、原子

や分子を積み上げて新物質を創製する研究もナノサイ

エンスの中心課題である。こうしたナノ構造材料を積極

的に利用し、新しい製品に繋げる開発研究、これがナノ

テクノロジーの原点である。ナノテク・ブームの原因は、

どうやらナノサイエンスとナノテクノロジーが同義語のよ

うに伝わっているように思われる。

カーボンナノチューブはナノサイエンスの分野では格

好の研究課題を提供し、この新炭素材料を研究テーマと

した新進の博士はおそらく1000人は下らず、年々増加し

ていると想像される。というわけで、カーボンナノチュー

ブの基礎科学への貢献は間違いなく及第点をもらえると

自負している。

では、ナノテクノロジーへの貢献はどうなのか。掲題の

「ナノテクノロジーは本物か」に対する解答である。カー

ボンナノチューブ材料の工業的応用は多岐にわたる。例

えば、シリコンより優れた高性能トランジスタ、大型壁掛け

テレビ、携帯用小型燃料電池、ガス吸蔵剤、等々の実証研

究が報告され、その応用はバイオテクノロジーにも広がり

つつある。これらの開発研究はいずれもナノサイエンス

研究に基づいたもので、その多くは工業への“応用の可

能性を実証したに過ぎない”と考えなければならない。

すなわち、ナノテクノロジーとしてはまだまだ認知されて

いない。この部分が一般の人々に正確に伝えられていな

い、ということが私の懸念である。日本オリジナルの基礎

研究が、本物のナノテクノロジーとして成長するか否かの

判定にはもう2－3年は待たねばならない。

ナノテクノロジーは本物か
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